
 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 

１、カバン語 

Diecide ： deus + cide 

Towerld ： tower + world 

Shieldian ： shield + guardian 

Theriocephalic： Therion + cephalic 

Bracetard ： brace + bastard + retard （無礼屍体奴） 

Chiborg ： CHImeric Being-ORGanism （怪貌偶） 

 

２、ダブルミーニング 

俺らの神経を『サカナ』でした罰だ。驚けよ。驚けよ。魚（ギョ）ッでも魚（ウオ）ッでも構わんからよお。 

We are treating you like a fish, if that is what you wish. 

Yeah, your wish has come true, and your face has turned blue. 

 

「俺の予想では、てめえは魚として扱われるだろうな。何故か解るか？ 

こんな合成獣を見れば、工場のラインは「こんな化け物、実際にイルカよ」って思うに違いないからだ」 

“My prediction is that you will be treated like a fish, known as a dolphin. 

The machine will take a look at your limbs, and will realize that you have got such a ‘dull fin.’ Get it?” 

The dogs are losing the viciousness, as if they are ‘straying’ from the berserk streak. 

“It had better not be a collect call.” 

“It is a ‘correct’ call, for you are not likely to take a fall. ” 

Well, I do not mind being tricked by this trickster. 

 

「お陰様で、あたしも師匠に出世したよ、出世魚君。きみの仕事ブリには期待しているよ」 

Of course, I treat you with respect, even though that may not be what you expect. 

 

「闘って来た相手は、巨大な鯔（ぼら）だったりして」 『大ボラ』とでも言いたいのか。行ってくれるじゃないか。 

You don’t need a master plan. Catch me, if you can. 

 

「鍛冶職人のお仕事は、お客様には役不足なのですかあっ」 → 英語部分なし 

 

「出来れば、ここでケリを付けたいものですっ」 

If you receive my kicks, I will consider giving you the fix. 

 

「もう見えないね。あたしも、その人生のお先も」（略）「無料（ただ）で見せる程に安くはないよ」 

Now, you don’t see me. I am not available for free, unless you pay the fee. 

 

「その動き、痺れるねえ」 

Hector, your wresting and wrestling maneuver is, shall I say, stunning. It augments your cunning. 

 

「それでは、そのキレのある技の数々で、何処（どこ）かの諜報員らしき連中を始末してくれ」 

「〝切れ味〟で思い出したが、そちらの息も切れ勝ちだな。少しは休ませて貰えるように、ご主人様にお願いして置け」 

“I leave the rest up to you.” 

“Speaking of the ‘rest’, you may have to rest for yourself.” Fay Ministress（フェイ・ミニストゥレス） 



 

 

３、頭韻 

Flooded Floor ： Factory floor            Farm Floor ： Food court Floor 

Barrier-free Floor ： Feminist Floor        Stairway Shieldian ： Stairway Spider 

Stairway slave ： Stairway Sissy          market masters ： market maggots 

Postal Princess ： Theriocephalic Thugs     Heavenly Hallucination 

Wheelchair Wizard : Barrier-free Brigade    Plug Slug ： the Bolt Dolt or the Dolt Bolt 

weird and wired ： Towbie the Twisted 

 

４、脚韻 

This is getting old, as much as my feet are cold. 
 

They are not even good enough to become fish bait, and that is their miserable fate. 
 

berserk streak 
 

I am not using my mace spray. I can just use the dog whistle to keep the dogs at bay. 
 

I will listen to your tale. Your course is not what you want to derail. 
 

I am sensing your destiny calling, when I look into your eyes. 

Even when the ceiling is falling, you can stay being the one on the rise. 
 

You are surely a cold cut above the rest. That is why I think you are fit for the self-imposed quest. 
 

If you can entertain me by being a clown, then I can play my dog whistles to calm you down. 
 

If your heart is craving for the moment of stability, 

I will blow the dog whistle to share with you the quiet time of tranquility. 
 

That does not sound too hot, whether you like it or not. 
 

Just follow my dancing jet-black hair, and gasp for air. 
 

You know how to play rough, thinking that I am just that tough. 
 

I give you a permission to huff and puff, hot stuff. You can never thank me enough. 

She surely knows how to jest. (I can just hope for the best.) 
 

I am not going to stop you clean. Your dark-brown eyes are signaling green. 
 

When the situation is tight, the customers are not so right. 

 

If you are not waving a white flag, I am demoting you to the rank of punching bag. 

 

I will promote you to be my boss for that particular delivery assignment.  

That will add an interesting element to our political alignment. 

 

You are the one, matched by none. 

 

I think we are close to being surrounded. It does not mean that we are going to be grounded. 

Catch up on my dancing locks, before you deplete your socks. 



 

 

I have a license, and there is no nonsense, eh? 
 

I understand that you get to watch this confrontation for free. 

However, please remember that you can breathe oxygen and live with me without paying a fee. 
 

You are not available for free, unless I pay the fee. 
 

I certainly did not make the statement to you. 

I said that to those agents to persuade them into getting the clue. 

I know you do not want to equate yourself to those who only deserve selling themselves cheap. 

Remember that you aim high enough to try to eventually reach the tower keep,  

even though the slope of the road to the dizzyingly distant destination is destined to be steep. 
 

Let’s get out of here, and move on to the upper tier. 
 

You are being such a kidder. 

If you can buy the entire Towerld with the money you get by selling me to a potential bidder,  

and if you can catch up on my running speed, then I will consider. 
 

Besides, I can wait, but Gideon cannot under his current physiological state. 

He is also known as the Stairway Spider. 

I encounter so many things as a mailperson and collect much information,  

to end up making the range of my knowledge get wider. 

The more I try to immigrate to different floors while keeping myself employed,  

the more I end up encountering the darker sides of many things that I want to avoid. 
 

Hector, are you out of breath again? It is too early to dance the dance of your own bane. 
 

Since your respiration seems to be stuck in a cauldron of bubbling goo, 

I wish I could donate my aspiration to you. 
 

Thank you, my friend. You are kind-hearted all the way to the end. 
 

I am merely obeying the green light in your eyes, for they are not full of lies. 
 

We are making quite a team, and that is already defining a theme. 
 

Is it true that I am the main character of the story? I want to savor my moment of glory. 
 

That makes you my court jester, whom I want to pester. 
 

I am counting on you to carry the heavy load, big guy. 

It is going to be a long road, if we are trying to reach for the sky. 

Once we hit the lode, we can spread our wings and fly. 
 

I can tell that you do not feel too bad about being depended on by a girl this frail. 

You are trying to hide the positive curve on the edge of your lips to no avail. 



 



 



 



 

 

■ベッドの下の斧男 

アパートに一人暮らしをしている女性の部屋に女友人が泊まりで遊びに来た。 

暫く他愛もない雑談で時間を潰した後、夜も更けたので２人は寝る事にした。 

部屋にはベッドがひとつしかないので、女性はベッド、友達は床に布団を敷いて寝る事に。 

電気を消して数 10 分経った頃、急に友達が起き上がり、寝ている女性の肩を軽く揺さぶった。 

眠りかけていた女性が目を開けると、友達は、 

「私、アイスクリームが食べたくなっちゃった。コンビニ行かない？」 

女性は面倒臭そうに、 

「１人で行っておいでよ。コンビニの場所、分かるでしょ？」 

しかし友達は一緒に行こうとしつこく誘う。 

仕方なく部屋を出ると、いきなり友達は女性の腕を掴み、階段を駆け下りて夜道へ飛び出した。 

「いきなりどうしたの？」 

驚いた女性が尋ねると、友達は青ざめた顔で、 

「落ち着いて聞いて。さっき床で横になった時、私見ちゃったの。あなたの寝ているベッドの下に、斧を持った男が隠れていたのが」 

友達は持って来たケータイで警察へ通報した。 

 

※関連記事＝２９歳会社員恋心高じ！？ 天井裏からビデオ盗撮計画／片思い…同僚の女性宅に侵入＝ 

片思いの彼女への“恋慕”が高じ、ついにはビデオカメラを持って天井裏に忍び込み…。 

警視庁小金井署は２６日までに、会社の同僚女性宅の天井裏に侵入し、 

ビデオで撮影しようとしていた男性（29）を住居侵入などの容疑で逮捕した。 

今年６月から逮捕されるまで合計４回も侵入していた“怪しい盗撮男”とは…。 

 

〈合い鍵作って計４回 ３日潜んだことも／究極の“冬彦さん”〉 

小金井署に逮捕されたのは、川崎市麻生区の会社員、Ｔ容疑者（29）。 

調べによると、Ｔ容疑者は今月 11 日午後７時半ごろ、 

東京・小金井市内に住む会社の同僚Ａ子さん（25）宅の室内から天井裏に侵入。 

物音に気付いたＡ子さんに発見され、通報で駆け付けた小金井署員に住居侵入と建造物損壊の現行犯で逮捕された。 

Ｔ容疑者は独身で、取り調べに対し「大変なことをした。 

反省している」と供述しているという。 

Ｔ容疑者が、どうしてＡ子さんを“狙った”のか？ 

実はＴ容疑者は４年間、Ａ子さんに片思いを続けていたという。 

昨年 12 月まではＡ子さん宅の近くに住んでいたが、住まいが取り壊しのため現住所に引っ越しせざるを得なかった。 

距離が離れれば、愛しさはなおさら募るもの。 

「好きな人の“素顔”を知りたい。少しでも近くに居たい」――。 

恋慕の思いが高じた結果、アパートに忍び込み、姿をビデオ撮影することを計画。 

Ａ子さんのスキをみて部屋の鍵を盗み出し、合い鍵を作って密かに“決行”に備えていた。 

最初に侵入を果たしたのは６月だったが、その後“冷却期間”を置き、２度目に侵入したのは 12 月に入ってから。 

その時は３日間も天井裏に潜んでいた。 

Ｔ容疑者はまた「次に潜入する時は逃走口がいる」と考え付き、 

３度目の 12 月 10 日にロープやノコギリを持参して、室内の天井裏から外の通路に抜ける逃走口を作ったという。 

まるで江戸川乱歩の小説「屋根裏の散歩者」（この場合は同じアパートの住人だったが）を地で行くＴ容疑者だが、 

素顔は都内大手建設会社に勤務する真面目なエリートサラリーマン。 



 

 

隣人によれば「友達はあまりいなかったようだが、会えばきちんと挨拶するおとなしい人。まさかこんなことをするとは…」とびっくり。 

“募る思い”とはいえ、どう考えても不気味な犯行。 

ビデオを撮影していたかどうかはいまのところ不明だが…。 

「こんな“熱意”があるなら積極的にＡ子さんにアタックすればいいのに…」との声も聞こえてきそうだが、 

「冬彦さん」が流行語になった平成４年を“象徴”した事件といえるかもしれない。 

 

――平成４年（1992 年）12 月 27 日付『サンケイスポーツ』紙面 

＝押し入れの天袋に女…マットレス持ち込み、隠れ住む？＝ 2008 年 5 月 29 日 10 時 36 分 

民家に忍び込んだとして、福岡県警粕屋署は２８日、 

住所不定、無職堀川タツ子容疑者（58）を住居侵入の疑いで現行犯逮捕した。 

押し入れの天袋にマットレスが持ち込まれており、同署は数カ月間隠れ住んでいた疑いもあるとみている。 

堀川容疑者は「住む所がなかった」と話しているという。 

調べでは、堀川容疑者は 28 日午後３時ごろ、同県志免町の無職男性（57）宅に侵入した疑い。男性は一人暮らし。 

家の中で食べ物がたびたびなくなったことから、何らかの反応があると画像を携帯電話にメールで送る仕組みの警報装置を設置。 

28 日午後に外出した際、家の中で人が動き回る画像が携帯に送られてきたため 110 番通報した。 

駆けつけた粕屋署員が、天袋に隠れていた堀川容疑者を見つけた。 

同容疑者は以前にも男性宅に侵入したことがあるらしい。天袋にはペットボトルなども持ち込まれていたという。 

2008 年５月 29 日付『朝日新聞』「asahi.com」 

http://www.asahi.com/national/update/0529/SEB200805290001.html 

 

■テケテケ 

下半身の無い、上半身だけの姿で描写される妖怪。 

両腕を使って素早く動くのだが、その時の音が“テケテケ”なので、それが名前の由来とも。 

「学校の怪談」などの映画ではコミカルな姿で現れるが、少女の姿の時も。 

この時はその姿を見た者は、その場で真っ二つに切断されてしまう。 

 

＝北海道の踏み切り事故＝ 

寒い冬の北海道のとある踏み切りで、家路を急ぐ少女が積もった雪に足を取られて転倒。 

そのまま踏み切りに突っ込んで来た電車に跳ねられてしまった。 

電車は路面が凍っていたため、踏み切りを遥かに超えたところで停車。 

車掌と運転手が慌てて電車を降り、踏み切りへ引き返すと、 

そこには衝突の衝撃で上半身と下半身が真っ二つに切断された少女の無残な体が転がっていた。 

「これは酷い……」 

到底生きているとは思えなかった。 

車掌は運転手をその場に残し、応援を呼ぶために電車へ戻った。 

唯１人、現場に残った運転手。その時、 

「私の足がない。私の足、どこに行ったの？」 

か弱い声が運転手の耳に届いた。 

声のする方を振り向くと、上半身だけの少女が両手を使い、這うように迫って来ていた。 

あまりの怖ろしい光景に、運転手は逃げようとするが、足が竦んで思うように逃げられない。 

近くの電柱にすがりつくと少女は更に運転手に迫り、 

「私の足がない。私の足、どこに行ったの？」 

運転手は上半身だけの少女から逃げようと、電柱によじ上り始めた。 

少女もそれを追うように両手を使い、電柱をよじ上り始めた。 



 

 

「私の足がない。私の足、どこに行ったの？」 

車掌が現場に戻ると、運転手の姿と、それに少女の上半身が消えていた。 

不思議に思い、周囲を見渡すと電柱の上で運転手は気絶していた――背中に上半身だけになった少女を背負ったまま。 

これが原因で運転手は発狂したという。 

極寒の北海道――少女の体が切断された時、切断面の傷口は寒さのために一瞬にして凍りついて出血が抑えられた。 

そのため彼女は即死せず、上半身だけがしばらくの間、生き長らえていたのだという。 

 

※参考記事＝係官に明瞭な答 両足切断の女…鉄路自殺を図つて＝ 

30 日午前零時 10 分頃××区向島××地 160 番先東武電車線路で貨物列車に飛込み両膝から切断された女があつたが、 

人だかりの中から「私の妹です」とその姉が飛出した、 

同区×島押上町××精工舎×工赤塚×太郎の妹てる子（20）が自殺を図つた女。 

５歳の時父に死別、８歳から 16 歳まで金×市の旅館で女中をしてゐたが、 

兄宛に出した手紙が戻っきたのを一家離散と思ひ、猫いらず自殺をはかつたこともあった。 

その後兄に引取られたが強情な強情な性質で云えにゐつかず、喫茶店をわたり歩き、 

去る 28 日新宿の店を解雇されたのを非常に苦にして 29 日姉たま（22）と活動見物の×り、１人別れ死を選んだもの。 

浅草明治病院に収容されたてる子は両足を切断されながら意識明瞭、司法主任への供述にも自ら捺印しているほどだが、 

出血のため生命はおぼつかない。 

しかし非常にしつかりしてゐて係官に「私は世の中がいやになったから勝手に死ぬのですから遺書なんか書きません」 

などといひ看護する兄に「疲れるからお休みなさい」とすゝめたりしている。 

――昭和 10 年５月 31 日「東京朝日新聞（夕刊）」 

 

■牛の首 

この怪談は、あまりにも怖ろしいため、聞いた者は３日と経たずに死んでしまう。 

そのため、誰もがこの話を決して口にしないという。 

また天保の大飢饉の際に東北で起きた惨劇とも。 

元々の「牛の首」とは小松左京氏の短編小説。 

主人公の男性が、たまたま「牛の首」という怖ろしい怪談があると耳にする。 

そこでいろいろな人に「『牛の首』ってどんな話？」と聞いて回るのだが、 

誰もが口を揃えて「あんな怖ろしい話は聞いた事がない」。 

ところが「じゃあどんな話？」と尋ねると、何故か皆話そうとしない。 

男性はその話がどうしても知りたくて心当たりを訪ね回るというストーリー。 

 

※小松左京氏のインタビューより抜粋 

……（前半省略） 

乙部：怖ろしいといえば、「牛の首」（第２巻「月よ、さらば」所収） 

小松：ああ 

乙部：これもまあ、怖～～い名作として。 

小松：あれはね、本当にあった話なんだよ。 

乙部：じゃあ、あれは何か民話で？ 

小松：いや、違うよ。そういう話がさ、ミステリー界でね、あったんだよね。 

乙部：ああ、そうなんですか。 

小松：誰も話の内容を知らないけど、怖いということだけは知っているという。 

乙部：やっぱりちょっとね、それこそシュールな話でもあるし、クスッと笑いたくなるもなるような話なんですけど、 

後でよく考えるとゾッとする（笑）。タイトルの「牛の首」っていうのが、またなんともいえない感じで。 



 

 

小松：そうだね。 

乙部：「牛の首」っていうタイトルにしたのは何か理由が。 

小松：いや、だから「牛の首」という話があることは知ってたわけだよ。その時、何回か。 

乙部：何回か聞いたわけですか。 

小松：いやいや、あのね、何 10 年かごとにね、そういう話がワーッとミステリー界で流行ったという話を聞いたんだ。 

乙部：ループするわけですね。 

小松：そう……（以下省略） 

――ハルキ文庫版「小松左京ショートショート全集」>>「午後のブリッジ」巻末特別インタビュー 

註：「乙部」は株式会社イオ（小松左京事務所）代表・乙部順子女史。 

 

※新たに発見された「牛の首」 

以下はホラー作家であり、妖怪研究家でもある黒史郎先生が発見された 

大正 15（1926）年発行の「文藝市場（妖怪研究）」に収録されていたもの。 

ルポルタージュ作家・石角春洋氏が父親から聞いた話として紹介されている。 

 

冬のことです。 

ある山間の村に五作という男がおり、そのひとり娘のお花が病気で危篤状態になっていました。 

三里ほど離れた町の医者を訪ねるために五作は村を出ますが、 

着いたころには雪が降り始め、やがて吹雪となってしまいます。 

道も田畑も一面の銀世界。 

つまずいたり、溝に足を取られたりしながら、薬を待つ娘のために一刻も早く帰ろうと歩を早めました。 

娘は死んでしまうのではないか。 

そんな恐ろしい想像をして哀しみに潤む瞳が、雪の中になにかをとらえます。 

３、４間先（１間は 1.818 メートル）に、黒い物が浮いているように見えます。 

それは、牛の頭でした。 

３、４寸の角が生え、目は活き活きとし、耳はびくびくと動きます。 

鼻蔓（はなづら・牛の鼻に通す環のこと）の先には短い綱がついており、ぶっつりと切れた首からは光を放っておりました。 

五作は「あっ」と叫んで尻もちをつくと、目を閉じて念仏を唱えます。 

しばらくして目を開きますと、牛の頭だったものは、鏡台に変わっていました。 

それは、お花が大切にしている物と同じで、疵（きず）のある箇所までまったく同じなのです。 

五作はまた「わあ」と叫んで目を閉じ、そして、恐る恐る瞼をあげます。 

鏡台の鏡に、お花の姿が映っています。 

まだ病みつく前の美しい姿で、無心に髪をといているのです。 

しかし、よく見るとお花の顔は薄黒く、ところどころに斑点があります。 

やがて斑点は黒い血となって、だくだくと流れだしました。 

見るに忍びなかった五作は堅く目を閉じ、明け方までそうしていました。 

五作が家へ帰ると、お花はもう死んでいたのです――。 

 

――黒史郎氏「妖怪補遺々々（ようかいほいほい）／2016.11.30」から 

http://gakkenmu.jp/column/9231/ 

 

 

 

 

 



 



 



 



 


